
(単位：千円)

歳   　入 歳   　出 歳 入 歳 出 差 引 額

   < 一 般 会 計 > 95,522,581 93,519,363 2,003,218
純  繰  越  金 1,662,201

明許繰越財源 341,017

事故繰越財源 0

   < 特 別 会 計 小 計 > 54,047,350 53,113,557 933,793

国民健康保険事業会計 27,268,155 26,695,120 573,035

後期高齢者医療事業会計 3,149,671 3,076,668 73,003

介護保険事業会計 21,144,438 20,885,894 258,544

区画整理事業会計 1,402,249 1,402,004 245

財産区会計 6,013 4,464 1,549

駐車場事業会計 554,056 538,270 15,786

公設地方卸売市場事業会計 300,255 290,920 9,335

農業集落排水事業会計 222,513 220,217 2,296

<一般会計・特別会計中計> 149,569,931 146,632,920 2,937,011

   < 企 業 会 計 小 計 > 32,529,395 38,669,293 △ 6,139,898

収益的収支
　　　　(税抜)

6,190,211 5,241,798 948,413

資本的収支
　　　　(税込)

781,068 3,151,198 △ 2,370,130

収益的収支
　　　　(税抜)

8,756,097 8,177,142 578,955

5,146,650 9,021,901 △ 3,875,251

△ 3,885,954

10,703

収益的収支
　　　　(税抜)

11,318,444 11,641,850 323,406

資本的収支
　　　　(税込)

336,925 1,435,404 △ 1,098,479

          合     計 182,099,326 185,302,213 △ 3,202,887

※市立病院済生館事業会計の純損失に対する対応

　　医療・看護の質をさらに高め、診療機能の充実と強化を図るとともに、より一層、経営改善に努める。

　　純損失を含む未処理欠損金は翌年度に繰り越す。

※企業会計の収支不足に対する対応

　　水道事業…過年度分及び当年度分損益勘定留保資金等により財源補てん

　　公共下水道事業…過年度及び当年度分損益勘定留保資金等により財源補てん

　　市立病院済生館事業…過年度分損益勘定留保資金等により財源補てん

(会計毎に四捨五入しているため、計が一致しない場合があります。)

   <平成28年度　会計別決算概要>

会     計     名

水道事業会計

市立病院済生館
事業会計

公共下水道事業
会計 資本的収支

　　　　(税込)

(純損失)

(純利益)

(純利益)

(収支不足額)

(収支不足額)

(収支不足額)

(純利益＋収支不足額)

(繰越財源)



(単位：千円)

一般会計予算総額 特定財源 一般財源
( 補正後
対前年同期

1 産業の振興 1 国庫支出金 1 繰越金
(補正前 → 補正後

2 財産収入

土地建物売払収入（山形中央インター産業団地）

2 子育て環境の整備

2 県支出金

3 まちの賑わいづくり

4 都市・社会基盤の整備 3 寄附金

5 いきいきと年齢を重ねられるまちづくり 4 市債

6 積立金

7 その他

【会計別総括】

対前年同期

補正額 補正後

188,892,552    1,235,607        190,128,159    

188,699,883    

比率 100.8%           

一 般 会 計 94,339,316      1,235,607        95,574,923      

全 会 計

軽自動車税システム改修事業 3,000               

国民年金システム改修事業 7,306               

補正前

我が事・丸ごと地域づくり推進モデル事業 3,280               道路橋りょう整備事業債 △19,800          

財政調整基金積立金 929,148           

10,306          

24,300          

8,820            

観光費寄附金 8,820               

3,280            

929,148        地方道路等整備事業債 44,100             

50,325          

43,028             子ども・子育て支援交付金（放課後児童健全育成事業） 41,762             

放課後児童クラブ運営事業 77,350             

放課後児童支援員等処遇改善事業費補助金

△26,950          美鈴保育園駐車場借地料 620                  防災・安全交付金

688,986     1,662,201) 

94,798,740   比率 100.8%)   

産地パワーアップ事業費補助金 7,777               国民年金事務委託金 7,306               

平 成 29 年 度 9 月 補 正 予 算 案 総 括 表

1,235,607       108,023          1,127,584       
95,574,923   

11,377          24,578          973,215        

154,369        

畜産経営競争力強化支援事業費補助金 3,600               我が事・丸ごと地域づくり推進モデル事業費補助金 2,460               

154,369           

120,998        子ども・子育て支援交付金（放課後児童健全育成事業） 41,762             

放課後児童対策事業費補助金 △2,214            

国際親善交流事業（台南市） 1,678               産地パワーアップ事業費補助金 7,777               

日本一の芋煮会大鍋製作支援事業 8,820               畜産経営競争力強化支援事業費補助金 3,000               

10,498          

150,000        

道路維持補修経費 150,000           



平成２９年９月市議会定例会提出議案の概要（事件決議） 

議第６４号 台南市との友好交流の促進について

台南市との友好交流の促進について、議決を求めようとするものです。

議第６３号 山形市と上山市との間の学齢生徒に係る教育事務の委託に関する協議

について 

学齢生徒に係る教育事務の委託に関し上山市と協議するため、地方自治法第２５２

条の１４の規定により議決を求めようとするものです。

議第６２号 上山市と締結した山形定住自立圏の形成に関する協定の一部変更につ

いて

上山市と締結した山形定住自立圏の形成に関する協定に基づき同市と連携して取

り組む内容を追加するため、同協定の一部を変更することについて、山形市定住自

立圏の形成に係る議会の議決に関する条例の規定により、議決を求めようとするも

のです。

議第６１号 土地の処分について（山形中央インター産業団地分譲用地）

山形中央インター産業団地分譲用地の一部の売却について、契約及び財産の取得

又は処分並びに財産の管理等に関する条例第３条の規定により、議決を求めようと

するものです。



きらやかスタジアム（山形市総合スポーツセンター野球場）の開場式

及び記念イベントについて

１．開場式・こけら落とし

（１）日 時 

    平成２９年９月１５日（金）午前９時３０分から

（２）内 容 

  ①開場式

    秋季東北地区高等学校野球山形県大会の開会式に先立ち、グラウンド内で実施。

（雨天時は屋内練習場）

＜式典内容＞

・山形市民の歌斉唱

・市長挨拶

・来賓挨拶

・来賓紹介

・ネーミングライツパートナーの紹介とスピーチ

・テープカット

・始球式

 ・球場看板の除幕式（正面玄関へ移動）

    ②こけら落とし

開場式・開会式のあと引き続き行われる「第７０回秋季東北地区高等学校野球

山形県大会」の第一試合（対戦チームは９月１２日の抽選会で決定予定）

    ※①②ともにスタンドでの見学及び観戦可（入場料無料）

２．開場記念イベント

 （１）きらやかスタジアム見学ツアー

① 日 時 

    平成２９年１０月７日（土）午後１時から

    ② 内 容 

グラウンド、屋内練習場及びロッカールームなど普段入ることのできないエリア

を案内し、一般市民の方に見学していただく。

     （平成２９年１０月８日（日）に行われる山形市民スポーツフェスタのプログラ

ムにおいても同ツアーを実施）

（２）「東北楽天ゴールデンイーグルス」とコラボしたイベント

① 日 時 

    平成２９年１０月７日（土）午後２時から

    ② 内 容 

㈱楽天野球団スクールコーチによる親子野球教室等

（３）その他

参加者募集等のイベント詳細については、市ホームページでお知らせします。

平成２９年８月３１日 

市長記者会見資料 

問い合わせ先

教育委員会スポーツ保健課

ＴＥＬ023-641-1212 内 632 636 



「まるごと やまがた in オータム」の取組開始について

１．目的 

 ２０２０年東京五輪に向け、国ではスポーツ・文化・観光を融合させた取組である 

スポーツ・文化ツーリズムを推進しているが、山形市においてもこの取組を推進するた

め、秋に集中するスポーツイベント・文化イベント・観光イベントをパッケージ化して

「まるごと やまがた in オータム」とし、本市の持つ多様な文化と組み合わせて広く 

国内外に発信する。 

２．概要 

 ・パンフレットの作成 

・ＷＥＢサイトの作成（パンフレットからはＱＲコードにてリンク） 

３．位置付けるイベント 

分野 イベント名 

スポーツ 

山形まるごとマラソン 

山形市民スポーツフェスタ 

スカイランニング・アジア選手権蔵王大会（※） 

文化 
山形国際ドキュメンタリー映画祭 

創造都市国際会議（※） 

観光 
日本一の芋煮会フェスティバル 

まるごと山形 祭りだワッショイ 

※H29年度限定のイベントに関してはHPのみに掲載する。 

４．今後について 

ｽﾎﾟｰﾂ庁・文化庁・観光庁３庁連携の取組である「スポーツ文化ツーリズムアワード」

に、この取組を応募する予定。 

また、この取組を本市における東京五輪のレガシーとするため、スポーツツーリズム

やアートツーリズムなどイベントと観光旅行とを結び付け、取組の充実を図っていく 

ことも検討していく。 

平成２９年８月３１日 

市長記者会見資料 







やまがたし☆創業アワード２０１７の開催について

１．事業実施の目的 

・ 市内での創業を志す者のモデル事例として優れた起業家を表彰する事業「やまがたし☆創業ア

ワード2017」を実施することで、創業を支える風土を育成し、将来の山形市経済や産業を支える

新たな事業の創出・育成を支援していく。 

・ 新技術を有する、いわゆるベンチャー企業だけでなく、街のにぎわい創出に不可欠な飲食店等

も区別なく審査対象とすることで、ベンチャーからスモールビジネスまで、あらゆるスタイルの

創業機運の醸成を目指す。 

２．募集対象 

山形市内に主たる事業所を有する、創業後概ね５年以内の個人事業主、事業所・中小企業などの  

経営者又は代表者 

３．事業概要等 

 （１）事業内容 

規定の応募用紙に、自身の事業の概要等を記載し応募。書類審査となる一次審査を通過した事

業者に、二次審査で審査委員の前で自身の事業内容をプレゼンしてもらい、その中から最優秀

賞等の受賞者を決定する。 

（２）募集期間 

    平成２９年９月１日（金）～平成２９年１０月１３日（金）まで 

（３）周知方法 

    ①市報（９月１日号） 

②山形市ホームページおよび公式フェイスブック 

    ③チラシ（共催団体や商工会議所等の創業支援関係機関へ設置・配布） 

４．スケジュール 

 （１）一次審査（書類審査：非公開） 

    日程：平成２９年１０月２０日（金） 

    内容：実行委員による書類審査を行い、二次審査へ進む７事業者程度を選出する。 

       合否に関わらず、結果は応募者全員へ通知する。 

 （２）二次審査（プレゼン審査：公開） 

    日程：平成２９年１１月１８日（土）１４：００～ 

    会場：東北芸術工科大学 講義室 

    内容：開催セレモニー 

       公開プレゼンテーション（１人１０分） 

特別講演（予定） 

       表彰式・講評 

平成２９年８月３１日 

市 長 記 者 会 見 資 料 



５．表彰内容

（１）二次審査出場者のプレゼンテーションを採点し、点数の高い順に以下のとおり賞する。 

①最優秀賞 

    賞金額：１０万円 対象者：１事業者 

②優秀賞 

    賞金額：５万円  対象者：３事業者 

（２）全国大会奨励賞 

   二次審査出場者のうち創業後３年未満の者は、最優秀賞・優秀賞とあわせて奨励賞の対象とな

る。 

   奨励金：５万円  対象者：１事業者 

   ※全国大会奨励賞について 

    ・受賞者は、中小企業庁主催の全国的なビジネスプランコンテスト「第４回全国創業スクール

選手権」（２月開催予定）へ山形市代表として推薦される。 

    ・第４回全国創業スクールは創業後３年未満の起業家が対象であるため、全国大会奨励賞は、

二次審査において最も優秀な成績を残した創業後３年未満の出場者へ贈るものとする。 

６．審査の基準について 

・新規性・革新性[Innovation]（ビジネスモデルの新規性、競合への強みなど） 

・成長性・将来性[Growth]（新たなニーズの創出、経営ビジョンなど） 

・安定性・継続性[Sustainability]（利益の継続性、経営リスクと対応の検討など） 

・経営者の資質[Entrepreneurship]（意欲、キャリアの活用度や経営方針など） 

・社会的な影響度[Model]（社会貢献性、他の模範となるなど） 

７．実施団体 

 （１）主催：山形市 

 （２）共催：山形銀行、荘内銀行、きらやか銀行、山形信用金庫、日本政策金融公庫、 

山形県信用保証協会、山形大学、東北芸術工科大学 

問い合わせ先 

商工観光部雇用創出課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内線４１１ 





第２９回日本一の芋煮会フェスティバルの開催について 

１ 開催日  平成２９年９月１７日（日） 

        ※ 雨天決行・荒天中止 

※ 平成２６年度より敬老の日の前日の日曜日に変更 

２ 開催時間（予定） 

    8：30  整理券配布開始 

    9：00  オープニングセレモニー 

   10：00  大鍋芋煮配食開始 

   13：30  大鍋芋煮配食終了 

   13：45  二代目鍋太郎25年間ありがとうセレモニー 

   14：45  エンディングセレモニー 

   15：30  各イベント・展示ブース終了 

３ 開催場所  馬見ヶ崎川河川敷（双月橋付近） 

４ 会場内の各ゾーン 
ゾーンの名称 主な内容 

日本一の芋煮 ６ｍの「鍋太郎」を囲んでの大芋煮会 

芋煮茶屋 席に座って芋煮を食べられる大型テントの特設会場（予約制） 

しお芋煮 里芋・豚肉・ネギ・こんにゃくでつくる「しお芋煮」を提供 

さんま祭り 旬のおいしい「さんま」を炭火焼販売 

肉ﾌｪｽやっぞ!in 芋煮会【新】※ 山形牛・仙台牛タン・会津地鶏など県内外の肉料理が集結 

※29回目の開催及び山形商工会議所120周年を記念した新企画 

メインステージ ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ、大鍋宣隊ﾚﾝｼﾞｬ-ｼｮｰ、お楽しみライブ など 

防災 自衛隊災害特殊車両展示、陸海空自衛隊PRブース など 

JA愛ﾗｲｽ・ﾌｪｽﾀ 2017 特産品の販売、おいしい山形抽選会、つや姫おにぎり配布 など 

かわとぴあ2017 in 芋煮会 200mm/hの降雨体験、土石流模型実演、排水ポンプ車展示 など 

企業団体PR 企業・団体の取り組みを紹介 

プロレス ｱﾏﾁｭｱﾌﾟﾛﾚｽ団体「ﾌﾟﾛﾚｽﾘﾝｸﾞDEWA」によるプロレス体験 

おいしいもの屋台 お祭り縁日気分を楽しめる屋台ブース 

５ 臨時駐車場 

（１）山形ビッグウィング駐車場 

（２）山形県庁駐車場 

（３）山形市中央駐車場 

※ 各駐車場・会場間において有料シャトルバスを運行 

※ その他、ベニちゃんバス（東部公民館前下車 徒歩約10分）などもご利用ください。 

６ その他 

これまで累計７７万食をつくってきた大鍋二代目鍋太郎の最後の雄姿となります。 

当日１３時４５分より「二代目鍋太郎25年間ありがとうセレモニー」を行います。 

７ 問合せ先  日本一の芋煮会フェスティバル協議会事務局 

山形市七日町3-1-9（山形商工会議所１F） ℡ 023-622-0141 

平成２９年８月３１日 

市長記者会見資料







「ＺＡＯ ＳＫＹ ＲＵＮＮＩＮＧ ２０１７」の開催について 

１．事業目的 蔵王温泉の山岳地でＳＫＹ ＲＵＮＮＩＮＧアジア選手権を開催するこ

とにより国内外から多く参加者を集め、ＰＲ効果による観光誘客を図る。 

２．開催日時 平成２９年９月９日（土）・１０日（日） 

※雨天決行・荒天中止 

３．開催場所 蔵王温泉 

４．実施内容  

（１）９月９日（土） 

ア．ZAO バーティカルレース

★スカイランニングアジア選手権（日本選手権を兼ねる） 

    ・内 容 温泉街から地蔵岳山頂まで、最大斜度 36 度の急斜面を駆け上がる、

垂直ランニングレース 

    ・コース 蔵王体育館（スタート）→鳥兜山（給水所）→地蔵岳（ゴール） 

延長 4.6km 高低差 900ｍ  

イ．ZAO ジュニアスカイレース（ジュニア 小学生・中学生含む）

    ・内 容 温泉街から地蔵岳山頂まで、最大斜度 36 度の急斜面を駆け上がる、

垂直ランニングレース 

    ・コース 蔵王体育館（スタート）→鳥兜山（給水所）→蔵王体育館（ゴール） 

延長 2.3km 高低差 480ｍ 

ウ．ZAO アドベンチャーゲーム

    ・内容 家族や仲間・カップルで楽しむ、蔵王温泉をフィールドにしたアウト

ドアゲーム。１チーム２～５名 

（２）９月１０日（日） 

ア．ZAO スカイレース 28K（エリート部門）

     ★スカイランニングアジア選手権（日本選手権を兼ねる） 

    ・内 容 テクニカルでハードな世界レベルの山岳コース 

    ・コース 蔵王体育館（スタート）→蔵王山麓駅（給水所）→樹氷高原駅（給水所）

→地蔵山頂駅（給水所）→刈田リフト（給水所） 

→ライザワールド（給水所）→中丸山 →熊野岳 

→地蔵山頂駅（給水所）→樹氷高原駅（給水所）→蔵王山麓駅（給水所）

→蔵王体育館（ゴール）延長 28km 高低差 2,300ｍ  

イ．ZAO スカイレース 22K（一般部門）

    ・内 容 蔵王温泉をスタートし、お釜を望む蔵王温泉のハイライトコース 
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    ・コース 蔵王体育館（スタート）→蔵王山麓駅（給水所）→樹氷高原駅（給水所）

→地蔵山頂駅（給水所）→刈田リフト（給水所・折り返し）→熊野岳 

→地蔵山頂駅（給水所）→樹氷高原駅（給水所）→蔵王山麓駅（給水所）

→蔵王体育館（ゴール）延長 22km 高低差 1,300ｍ 

ウ．ZAO ファンレース

    ・内 容 レース観戦もできる、登りはロープウェイ利用のビギナーコース 

    ・コース 地蔵山頂駅（スタート）→熊野岳→地蔵山頂駅（給水所）   

         →樹氷高原駅（給水所）→蔵王山麓駅（給水所）→温泉街（ゴール）

延長 12km 高低差 1,500ｍ 

５．実施団体 ZAO SKYRUNNING 2017 「ISF ASIAN SKYRUNNING CHAMPS」 

       【主催】ISF（国際スカイランニング連盟）ZAO SKYRUNNING 実行委員会 

       【共催】山形市 

       【主管】JSA（日本スカイランニング協会） 蔵王温泉観光協会 

       【特別後援】山形県 

       【後援】山形市教育委員会、山形市観光協会、山形商工会議所 

           山形新聞、山形放送、テレビユー山形、山形テレビ、FM 山形 

       【特別協賛】アメアスポーツジャパン株式会社サロモン事業部 

       【協賛】株式会社ザオバ、アメアスポーツジャパン株式会社 SUNNTO 事業部、 

株式会社ユーレックス、株式会社隼 

【協力】ＪＡ全農やまがた、アサヒ飲料株式会社、 

株式会社 Ioitex、株式会社 SUN、PLUS 株式会社、 

株式会社ネオシステム、有限会社エクストレモ、株式会社テヅカ 

蔵王索道協会、蔵王温泉高湯通り協同組合、 

蔵王温泉街並づくり委員会、蔵王ロープウェイ株式会社、 

蔵王観光開発株式会社、蔵王観光株式会社 

蔵王温泉観光協会青年部、蔵王温泉婦人会、 

蔵王温泉えくぼの会 

       【企画・制作・運営】ヴィレマーケティング株式会社 

６．問合せ ZAO SKYRUNNING 2017 「ISF ASIAN SKYRUNNING CHAMPS」 

      ZAO SKYRUNNING 実行委員会 

      山形市蔵王温泉 708-1（蔵王温泉観光協会内）TEL：694-9005 

ZAO SKYRUNNING 事務局 

東京都府中市分梅町 1-9-27-101（ヴィレマーケティング株式会社）  

TEL：042-306-6685 
問い合わせ先 

商工観光部観光物産課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内４２６ 





認知症サポーター２万人達成について 

１ 認知症サポーターとは 

山形市では、認知症になっても安心して暮らし続けることができる街づくり

を目指して、市民の皆さまに認知症の正しい理解などについて学んでいただく

「認知症サポーター養成講座」を平成１８年度から開催してまいりました。  

「認知症サポーター」とは、認知症の正しい理解と認知症の方への接し方など

を学び、地域や職場、家庭の中で、自分のできる範囲で温かい目で認知症の方

を見守り・支えていただける方のことです。 

養成講座受講者には、認知症サポーターのしるしとして「オレンジリング」

が交付されます。 

２ 認知症サポーターの養成状況 

山形市では、平成２９年８月２９日に認知症サポーター養成講座を受講した

方が２０，０００人を達成しました。 

◆山形市における認知症サポーター養成数の推移 

年度 
H18～

21 
H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

H29 

8/29 

受講者数 2,767 2,543 1,534 993 1,366 2,999 3,249 3,352 1,201 

計  5,310 6,844 7,837 9,203 12,202 15,451 18,803 20,004 

※この数には、市主催の養成講座のほか、市内の地域団体、事業所で開催された講座受

講者を含みます。 

※参考：全国、県の状況（平成 29年 6 月末時点） 

・全 国…サポーター数：約 907 万人 

目 標 値 ：平成 32年度末までに 1,200 万人  

・山形県…サポーター数：約 11 万人、 

目 標 値 ：平成 29年度末までに 10万人（県民 10 人に１人）  

３ 市庁舎 1階エントランスでのパネル展示について 

  認知症サポーター養成数２万人達成を機に、９月４日（月）から８日（金）

までの期間、市庁舎１階エントランスにて、認知症カフェや認知症に関する取

り組みのパネル展示を行います。詳しくは別紙を参照ください。  
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【問合せ先】 

福祉推進部 長寿支援課 

 柳・阿部（内線５６５）



別 紙 

市庁舎 1階エントランスでの認知症に関するパネル展示について 

１ 目 的 

  認知症サポーター２万人達成を機に、認知症サポーター養成の取り組みを

あらためて市民の皆さまに知っていただくとともに、山形市の認知症施策や

地域支え合いの取り組みの紹介を行い、認知症に関するさらなる周知を行う。 

２ 期 間  

平成２９年９月４日（月）～９月８日（金）    

３ 場 所  

市庁舎１Fエントランス 

４ 内 容（パネル展示、チラシ設置） 

①  認知症サポーター養成講座のご案内（２万人達成の周知、サポーターの

活動紹介など） 

②  認知症簡易チェックサイト「これって認知症？」導入のお知らせ（実際

にパソコンを設置し、チェックしていただけます。） 

③  地域の取り組み紹介（認知症カフェのポスター展示）    

④  認知症施策の紹介（市制度、成年後見制度などパンフレット設置） 

⑤  認知症に関するパネル展示（認知症相談窓口、認知症の人と家族の会、

世界アルツハイマーデーなどのパネル設置等）   

⑥ 認知症について考える市民セミナーの周知  


